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阪市犬家紀 ・第8巻 (1960) - 4~ ー

被服造形学序説

中 11I鳥 朝 子

INTRODUCTION TO THE SCIENTIFIC AND AETHETIC STUDY OF 

CLOTHING. 

Bv ASAKO NAKASHIMA 

被服の成立とその意味

被I1IH:t人聞の着るものである。人聞によって着用され汝い被服は直接被服としての意味を担って

い君主いしまた被服としての存在意義をもっていたい，博物館に並べてある十二単衣は平安朝時代

の大宮人 (女子〉 が着ていた被服でるるという歴史的事笑を物語ってはいるが，現代の人聞が着る

被服としては何の価値も有していたい。叉底頭に飾ってある被服は商品に過をゑぃ。たんすの中に

蔵ってるる被服は誰かの所蔵品に過ぎたい。とれらが被服としての価値を発揮するためには人聞に

よって着用されねばなら訟ぃ。存在するものとしての彼眼と，人聞によって着用されている被服と

では，被服のもつ意味，被服の構造・内容 ・形態ともに同じで‘はたい。その場所において，次元に

おいて異っている。(存在する被服はAtLよっても着られるであろうし.Bによっても着られる可

能性を有している。存在する被服はその構造に3きいて身頃があり，衿ぐりがdうり，袖もついてはい

ても，異君主る形と大きさの布の接合されたものであったり，単に一枚の或る大きさを持った布1'1:過

ぎたい場合すらある。着用されている被服の構造は，袖I';t上肢を包み，身頃i会躯幹部を被い，衿ぐ

りからは頭部が露出している。一枚の平たい布もドレープを形成しつつ身休を美事に被っている。

従守て形態においても前者は平面的で，後者は立体化して 〈るととは一見明かたととである。〉

では人聞は伺故被服を着るので遣うろうか。未開人といえども何らかのものを身にまとっている。

また，聖書の創生記第3章1'1:，ヱデンの楽閣におけるアダムとイプは蛇の誘惑に従って禁断の木の

笑を食べて以来，眼が開いて自分逮が襟休であるととを知った。と同時にいちぢくの葉を見て，篠

休をかくすためにそれを apronsにした，とある。彼等は goodand evil (智慧)の眼が開いて

若耳ふ心が芽生え，自分遠の裸体をかく すために，眼が聞くと同時に見たととろのいちぢくの業で身

体をおおったのでるる。との聖書の伝説に基いて，人類最初の被服はいちちくの葉であるといわれ

ている。との伝説に従えば，着衣の動機は智慧の限の聞かれた人聞の差lf~の衝動によるものと解さ

れるc

着衣の動機として Flugelはモの著 "ThePsychology of Clothes"の中に.Decoration ・

Modesty and Protectionの三つりをbげている。いちち・くの葉の伝説はとのうちの Modesty

によるものであるととを物語っている。アダムとイプの智警の限は，いちちくの葉を身につけた方
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が裸体よ り美しいと思ったのでは友いだろうか。人類学では未開人は被服を着ていたくとも何らか

の装飾は身につけているという証拠をあげているし， ま?と幼児の精神的発達は裸休に対する差耳ふら

より身体を装飾する喜とびの方が早いとも言っている， 2}と。しかし幼児は生れたがらに大人の環

境の影響を受けているから，その考察は困難君主ととであろう。

ただ人聞の心理的動きの中には self-display (自己誇示)の衝動の存在を否定するととは出

来君主いというととは言える。 self--displayの一つの demonstrationとして身体を装飾するとい

う形態を採り得るととも考えられるととで、ある。そして self-displayの衝動は人聞の社会的存在

において誘発されるものであるから. Decorationは Modestyより，その発生において社会性

を多分に担ヲていると言える。何れにしても人聞の差恥の衝動から被服で裸休をおおう ととによ っ

て，その場合，如何に被うかによって身体を装飾し，あるいは身体美をも強調するととにたるので

ある。

Protectionの劃殺に関しては，現在において当然認められているととろであり，自己保存 ・種

族保存の本能から身休を保護しようとする，いわば動物的本能としての欲求に基づくものである。

Protection は人聞の住む環境の相違によって担うべき加重が異って〈る性質を有している。

とに角，人聞は本能的に蓋恥心をいだき，社会的存在において self-displayの欲動が誘発さ

れ，自己保存 ・種族保存の本能から身体を保護しようとするもので，被服は人聞のかかる本来的欲

求に対し. aうる程度の満足をるたえているものである。被服は人間の着用によって広撚的l1:成立せ

ざるを得泣いものとたった。逆に言えば，人聞はかかる自からの衝動や欲求を満たすためにも被服

を身にまとってきたのである。では人聞は如何君主る被服を如何にして調製してきたであろうか。と

れについては後述の課題のととろで取上げることにする。

被服は入閣の着るもので遣うるという前提に基いて，着衣の動機が人間性の本来的君主衝動や欲求に

よって成立したととを考察したが，被服除人聞の智慧の限の聞かれた瞬間から人聞と共に存在し，

人聞の生活環境や生活内容の変化に伴って被服の材料や形態依変化する可能性を有し着用者の生活

態度・個性 ・美意識君主どによって被服の担ってくる意味内容が異君主ったものとたる可能性を蔵して

いる。かかる性質を担っている被服は，着用者Aによって現在との場所で着る被服として，無限の

可能性の中からJHとその被服が選択され着用されているのである。とすればその被服はその時その

人固有のものと見倣すととが出来るわけである。

カーライノレの SartorResartusのはしがきに. r学者逮は衣服をば偶有性でたい固有性とし
て，木の葉や烏の羽のように自然的自発的君主ものと見倣すのであるJ.3) と述べているが，とれは
被服が人間固有のものであるととを明言しているととに君主る。

またエリァク ・ギJレは次のように言っている。 r人聞が裸休でいるというととは不自然たのだ。
との大自然の中にはだかの動物たどというものはたいし，ま?と人聞は衣服を着るととによって他の

滅亡してゆく動物たちと扶を分っているのでもたい。自然らしさは衣裳を脱を捨てることによ守て

では君主(，衣裳を着るととによって成就されるのでるる。そして人聞と他の動物との差異も人聞が

衣服を着ている点にあるのではたくて，人聞は着ている衣眼を脱ぐととが出来るという点tLa，るの
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ですJ.4)と。との言葉も，人間本来の婆は衣裳を着るととによって成就されるものであるという

のであるから，閉じ意味を有するものと解される。被服が人間間有の意味を担うて存在するもので

あるという見解は以上簡単ゑ考察ではあるが，一応妥当のようである。

被服造形学 の 課題

1 . 被服造形は被服の成立根拠に規定せられる

被眼造形の問題を考える場合，先ず我k はそれが被服の成立根拠によ守て規定せられているとと

を無視するととは出来たい。被服の成立のためには，まず被服材料がたければたらない。玖'にその

材料を如何に調製し，如何に着るかによって被服は成立するわけであるが，被服の調製に当面して

人聞は如何友る被服をつ〈らんと意図してきたであろうか。

それを規定するものに，まず自然的生理的条件が考えられる。人聞はその生活において自己保存

・種侠保存の本能から自然的環境に対応して身体を保護するととを考える。その手段のーっとして

も被服が用いられてきた。従って彼服は人聞の身体を多かれ少たかれ保護する性能を有するととが

必要である。自然的環境は天然の気候条件と人為的気候条件により変化する。気候条件として気温

・気湿 ・気流 ・幅射熱 ・降雨降雪量君主どがある。 ζれらの条件は地理的に差違があり変動がるる。

その中にあって人休はある程度の抵抗力を有しある程度の適応性を有しているが，それにも限界

があるととてら限界を超える時は被服や住居が必要となってくる。その限界については生理衛生学

的見地から研究されていると とろでるるが，被服造形学においては，との研究結果ーに基づいて健康

且快適たる被服をデザインし，製作するととにたる。そのためには前述の各気候条件に対応して人

体を健康且つ快適怒らしめるととろの被服の性能について追求するととにも君主る。

よってとれら気候条件と被服との関係、についてみるに，人体は恒に 37
0C余の休内君主を維持し，

生理的機能を順調に行っている。そのエネノレギー源として食物を摂取し，空気を呼吸しているので

ある。 休内で生産される熱エネノレギーと，同じ速度で身休から熱が放散される時，身体は熱平衡を

保ち大体快適でaうる。人体が裸体でもほぼ快適に過どすととの出来る限界は 260C内外で，それ以
下にたると差当ぅて被胞が必要とたる。また気温の高い時には休内の産熱量に対して放熱量の割合

が少たいので人体は熱過剰とたり，体温は上昇せざるを得君主くたる。との場合，体温調節の一作用

として人休は発汗現象を起すが，との汗の燕発により人体は冷却せられ熱平衡の維持が可能とた

る。汗の蒸発は大気中の湿度の影響を受け，関係湿度大たる時は燕発汗琵が少危〈流汗量が多く怒

り，関係湿度小充足る時には蒸発汗量が多くなり冷却効果は大と君主る。発汗時の被服には汗の蒸発量

を大たらしめる性能が必要である。汗の蒸発量に影響を及ぼす要素として，気混・被服のゆとり ・

被服材料の通気率などがあり，とれら要素のうち気流は汗の蒸発量tt:影響するとと大で，発汗時に

は有効に作用する。しかし寒冷時の気流は人休からの奪熱を加速度的に構大する。かかる揚合には

防風的被服が必要となり，防風的被服はその材料と形態の面から考慮、するととが有効である。また

太陽からの幅射線は熱作用をあたえる赤外線，色彩を生ぜしめる可視光線，化学作用をあたえる紫

( 21 ) 
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外線たど人間生活に重要君主影響を及ぼしている。夏の直射日光に対してはとれを防ぐ効率の大なる

被服類がよいわけで，冬には日光の利用が必要とたる。降雨降雪に対しては雨や雪の落下エネノレギ

ーにうちかつだけの被服地の厚さと，せんい密度の均一性が必要とたる。

自然の気候はとれら各気候条件の多機た複合によって成立し，変動し，差異がるる。更に人為的

気候条件は自然的環境を複雑化している。従って被服もそれに対応して適切な複合的性能が必要と

なるわけであるが，との場合重要注ととは，ζれら被服の性能は人聞によ って着用された状態にお

いて把捉されねばならたいというととでるる。 以上のように，被服は自然的環境に対応して人聞の

生活を健康かつ快適にする性能を具僻していたければたらず，その性能を高度化するための研究君主

ど被服造形学の問題ともたる。

しかしとれと同時に，人体は被服を着るととによって不要主主圧迫や荷重を受けるわけで，人間生

活に伴危う姿勢や活動や発育t:r.eを阻害したいととも被服に要求される性能である。従って被服に

よる圧迫や荷重と人体生理現象や発育や人体機能との関係汝ども問題とたり，衛生学的見地からの

研究も多い。人類の生活圏が拡大するにつれ，との種の自然環境への適合伎を備えた被服の問題は

培加してゆくわけである。

このほか，人聞の生活に関連するものに社会的環境がある。人間ぽ社会生活において如何たる被

服をつくらんと意図してきたでるろうか。各人の属する民放性 ・国民性はその社会に属する人聞の

被服を規定している。また職業 ・社会的地位 ・社会に対する態度・個人の趣味噌好松ど社会生活に

伴ヴで派生してくる要素は被服を規定するととろの社会的心理的条件といえる。即ち人聞はその属

する民族 ・国家の一員として生活する場合，その民族としての， その国民と しての被服を着用す

る。人聞はまたその職業により制服を着る場合もある。儀式にはその慣習に従守た被服を着用する。

社交においては長上に対する敬意を表したり，自己の品位を示す目的を担った被服を着る。仕事を

する時は作業服を，休養する時は寛ろいだ被服を着る。かく考えて〈るξ，被服は人間生活と共に

種点の役目を担って着用されているeその他階級制度の社会では着用者の階級を表示したり，また

特定社会集団の標識としての意義を担ってもいる。以上の如〈被服は社会的に規定せられ，制約も

受けている。

しかし一方，人聞は社会生活において self-displayの衝動や蓋恥の衝動を本来的にもっている

ととも否定出来たい。社会生活を意識する年令に君主れば差恥の感情が芽生えてきて，自ら楳休をか

〈そうとする。それと同時に被服に対する自己の欲求をあらわして〈る。被服に対する好き嫌らい

を表現するようにもなる。好き嫌らいは子供tz:jきいては案外肌触り放どが原固となる場合が多い。

心理学的に Skinauto erotism につ訟がるもののようでるる。勿論色合いとか模様や形態など

の視覚も関係すると とろである。そして被服に対する晴好や趣味への発展と君主るのであるが，個人

の晴好や趣味は幼君主い時代からの生活環境に影響されるととろ大で，被服にあらわれた趣味の相

違，のみたらず被服自体に対する観念のあり方はかたり巾の広い個人差を生じる。心理学的見地か

ら種kの型"に分類している学者もある。つまり被服は人間本来の心理的条件により規定せられて

〈るわけで，従って被服はζれら社会的心理的条件を満足せしめる性能を有するととが必要とた

く22) 
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る。以上の如<.我kがつくらんとする被服，着んとする被服は社会的心理的諸条件に規定され，

制約も受けている。

次に被服の調製それ自体を規定するものは技術的条件である。被服材料の調整のためには人類は

その昔，植物の葉や樹皮を用いたり動物の毛皮を着たりしたようである。新石器時代になると，麻糸

や麻布を使用したらしく，つまりとの時代に君主ると自然物からせんいをつくり出したのでるる。せ

んいを発見し，それを紡いで糸にする工夫，それを織って布をつくる技術を発明し?と。二十世紀はじ

めには人造せんいをつ〈り出し，更に1938年には石炭と7kと酸紫とからせんいを合成するに至った

のである。せんいから系に紡ぐ技術，糸から布('[.織ったり編んだりする技術，布から被服を作る技術

も手工業から機械的方法へと進歩して今日では人口増加や消費量の犠大に伴って機械化による大量

生産も行われている。被服はかかる技術的条件の変化に伴って変化し規定されて〈るわけで遣うる。

以上を総括して，被服の成立根拠は自然的生理的条件 ・社会的心理的条件・技術的条件によって

規定せられるととと怒り，被服はとれら諸条件を満足せしめる性能を有するととが必要と怒る。

2. 被服造形は歴史的・社会的事情により制約せられる

さらに被服造形の問題を考える場合無視出来たいのは，前に一寸触れたが，被服は社会的 ・歴史

的事情により制約を受けているというととである。被服の歴史的 ・社会的制約は被服の伝統や流行

という形であらわれてきている。とれらには経済・宗教 ・政治などの要素が関連しているととは勿

論である。伝統は被服の形式を固定化し，流行は被服の様式を変化する。何れも歴史性を有し，社

会文化の産み出したものでるるが故に，その社会に生活する人聞はとれらの制約からまぬがれる ζ

とは出来主主い。

伝統的被服は社会文化の遺産として意識され，価値評価されつつ伝承されている。価値意識 ・歴

史意識の高い伝統的被服は，特に宗教的意味を担ったそれは幾世紀にもわたって受けつがれてい

る。しかし伝統的被服も社会の変化に伴って非合理性を担ってきた場合，合理化される辺命にあり

そとに被服の改革が行われる。また階級制度の社会では上の階級と下の階級を区別するため政治的

に階級的被服の形式を制定しそれが受けつがれていた。 しかし人聞には上の階級を羨望し，それ

を模倣したいと思う欲望がおとるもので，従って何かの機会があれば，その階級的被服の差別を取

除とうとする試みがなされる。それは戦争や革命が契機とたる場合があったり，為政者の主義政策

に伴なわれる場合もあろう。かくして上の階級の被服形式は下の階級の人々によって模倣され採用

されるととと放る。すると上の階級の人kは下の階級との差別を明かにするため再び新しい被眼形

式を考案し，ととに流行が生れるとととたった。即ち階級制度の社会では，流行は貴族階級から下

の階級へと伝わって行った。

しかし今日のデモグラシーの社会では，被服の流行はその動機において，起原において，過程に

おいて，そのあり方において，階級制度の社会における流行のそれとは異なっている。 今日のデモ

クラシーの社会における被服の流行は社会文化の変動に伴たい，経済政策にも左右されながら変化

している。 一つの流行の起原をたずねてみる!'L.世界的に有名た服飾デザイナーのモード発表に端

( 23 ) 
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を発し，有力君主批評家の賞讃の辞によって紹介宣伝せられ，時代思想、に合致し，大衆の欲求を満足

せしめる時，モードはファッションとしてもてはやされるように怒る。流行が効を奏するのは流行

をつくる人が有能であればある程，批評家や最初の愛用者が有名で遣うればある程，そして時代精神を

まうらわし大衆の飲求に合致した時大であるが，更に経済政策の裏付けも重要君主要素である。資本主

義社会では機械主義体制のもとに営利性と商業政策とがつきまとっている。それは大衆の欲求に対

して極度に敏感でるるばかりで放し大衆の欲求をも新し〈っくり出そうとする。従って被服のみ

ならず現代文化は流行と離れるととは出来たい。機械による大量生産と商業主義に基ず〈広告宣伝

は被服に対する観念や態度たどを劃一的に結びつけて〈る。ことにマス ・コミの組織の生成を助長

するととにもたるわけで，マス ・コミの特徴は強力に一方的に方向づけられているととである。マ

ス・ヨミの力によって方向づけられ製造されてくる被服材料や被服は圧倒的た勢力を占めている。

かかる社会において人聞の流行K対する心理を観察する時，想起される有名貫工言葉がるる。それは

Young，Ki:mballの言った "Individualand Comformity in Fashion"君主る言葉である。彼

は次の如く言っている。「流行は人聞に comformity・security• social solidarityを求める欲

望と， distinction. individuality ・differentiation を求める欲望との聞のよき平衡状態をる

?とえている。流行の全面的変動は individualism ξ comformityとの流動的平衡状態の変動と

関連しているJ，耐 と。即ち人聞は自己の属する社会から取残されたく友いという気持がはたらく

と同時に，一方自己を誇示し，他人から特徴づけたいと望む気持をもっている。被服の流行も， こ

の一見矛盾する気持の平衡を満足せしめつつ変化している。

以上極めて概括的に，被服の伝統や流行が歴史的 ・社会的所産として，また歴史的 ・社会的意義

を担って流動変遺しているととを述べたが，との被服の伝統や流行は被眼の形態と密接た関連をも

っている。つまり被服の形態を左右し，決定する要因とも言える。被服の流行の本質について形態

的分析7)を行っているものに Flugel:がるる。彼独自の方法で明解たる着想である。

3. 被服造形の制約性と自由性

被服造形は前述の如く被服の成立根拠に規定せられ，また歴史的 ・社会的に制約せられるととも

否めたい。しかし被服造形には美的要求の要素も潜在している。人間は自然的規定や社会的制約の

中においても，美しく着?といという美意識の萌芽を被服の中にもぴそめている。人聞は被服を通して

自己を表現している。ことに被眼の自由性が主要たる場所を占めてくる。自己の表現は無邪気た幼

児においては自己の存在を誇示しようとする人聞の本能ともいうべき欲求と怒り，原始的で露骨で

あるが，成長と共に社会的教養を身につけてくると，その欲求は形を変えてあらわれてくる。被服

を媒介として自己を誇示する傾向の強いのは現代文明国においては女子の方が男子より強いようで

ある。とれば生活内容の然からしめるところか，性差の然からしめるととるか，或いは両方かもし

れないが，何れにしても女子においては，被服で身を飾るととの欲求が競争心にもったがり，書長望

とか嫉妬の感情をも駆り立てる結果とたっている場合がるる。しかし自己を誇示する欲求が被服

を通して sublimateされた場合も多い。との段階に逮してはじめて被服美を論じる可能性も生れ
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てくる。被服の選択・着ζゑしを通して被服美の形成も可能となる。被服が直接芸術的対象となる

場合さえある。舞踊や笈台衣裳などにおいては人聞の所作が被服によって生き生きと表現され誇張

され，両者一休とたって舞踊芸術を演出する。との場合の被服にl会自然的規定も社会的制約も存在

したい。専ら表現効果をねらった芸術的存在と怠っている。

かかる被服の芸術的存在を可能ならしめる原理の追求も重要:なる課題であろうが，とにか〈被服

は自然環境や伝統や流行などの要素により規定せられ制約を受けている面もあると同時に，人聞の

本能的欲求を満足せしめたり美の表現を試みたりする，いわば自由性を有する面もあり，ひいては

美の問題にもつながる可能性のあるととを明記すべきであろう。

4. 被服造形と技術

造形は模倣によっても可能であるが，創作のh:ぃ造形で・は変化がたい。人聞は変化を求めて止ま

ない。人聞は創造を試みて倦むととろを知ら友い。その第1歩として形を創造してゆ く去本問題を

考える。形を分析するとその基本となるものは1/点11である。点の軌跡は線となり，同一方向への軌

跡政直線を形成し，刻kに具主主る方向への軌跡は曲線を形成する。一点から二方向への直練は角を

形成し，二直線のなす角は鋭角から直角・鈍角と拡-がりを大にする。線の一定方向への軌跡は平面

を形成する。平面の形は四角形や円形;など‘幾何学的たものから任意の曲線によって囲まれた種k臭

たる形の平面を形成することも出来る。かくして一次元の点から二次元の線・面に展開し，面や線

の交錯により三次元の立休を構成する。 これら展開構成の過程は無限の可能性を有している。しか

し被服の形態は人休の形を基礎として考えねばたらたい。のみたらず，それをと着て生活し行動する

場所との連関，風土的生理的事情との連関を考慮しなければならたい。従ってその構成には自ら限

界が存在する。

形の創造に対応して，というよりむしろ形の創造の心的過程を基礎づけているものは何であろう

か。 人聞は種A なる色ξ形とを見るととによって心理的反応を誘発される。暗やみの大空に目をみ

はる時，雲聞から出てきた一点の光をもった星に回は慈きつけられる。夜の空を飛ぶ飛行機の

灯火にひきつけられ3ことも追うる。無限大の空間の中のーイ聞の星，一つの灯火はη点11としての存在

である。との1/点1Ifc:人聞は注目し注意を集中する。との時ぺ点11は焦点となり中心的位置を占めると

とになる。これら注目 ・注意 ・集中 ・焦点 ・中心などの概念は"点μ のもつ心理的属性といえる。

1/点11はその置かれている面との割合，ぺ告し，のその菌において占める位置によって臭った心理的属性

にも発展する。 11点uにはたらいた力の強さ ・方向・量によりヲ|かれた練の心理的属性は異君主札仮

えば垂直線は緊張感 ・水平線は安定感 ・斜線は速さの感じをあたえる。角もその角度と角を形成す

るこ直線の長さとの相互関係により人聞にあたえる刺戟は臭ってくる。円形や惰円形，四角形や長

方形たども夫A異主主った心理的属性を有している。また色にも心理的属性があり，赤は情熱，自は

純潔たどのたぐい。とれら種Aの心理的属性を備えた点・線 ・角 ・面 ・色もモれらが被服構成の要

素となった場合，構成の仕方ーにより均斉を保ち，対比をるらわし，変化に富み，調和を奏で， リズ

ムを生み出すζとも出来る。とれら反覆 ・均斉 ・対比 ・変化 ・調和:などは更に複雑な心理的刺戟と
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君主って迫ゥて〈る。そしてとれらは華麗 ・優雅 ・可憐 ・清・楚 ・端正 ・奇抜 ・滑稽君主どの人間感情に

もつながり，優美とか崇高美のよう友美の問題にも通じる可能性をひそめている。との可能性が被

服を場所として表象された場合，その対象を捉えて表象的対象としての構造を明かにするととが被

服美の構造を明かにするととにも君主るわけであるが，との問題除次の基本的理念のととるで述べる

ととにたる。 以上デザインの一般的基本問題を考えてみたが，被服デザインの問題は被服の性能や

形態のととろで述べたと同様，"着るとと 11を場所として考えねばたらないしまたつくらんとする

被服に要求されている性能や形態を基底として考えねばならたい。

デザインによって意図された被服を如何君主る手段で如何に形造ってゆ〈かは被服製作の問題と放

るわけであるが，その製作過程には画家が絵筆を持ってカンパスの上に自己の意図すると ζろを表

現してゆくのと一沫通じるものがるる。即ちその製作過程には形作られた形と形作らんとする形と

の相互作用によって完成してゆく製作方式が存在じ得るのである。をの製作意識には表象性の意志

が自由に活躍する余地が存在する。しかし現代社会では一人の製作者による表象的態度による製作

方式は，大量生産に伴走Eう工業化により機域化，分業化の製作方式にとって代られる傾向がある。

との場合，分業における一部所を受持てコ製作者には表象的態度は期待出来たいのが普通である。そ

とには科学性に裏付けられた技術が効を奏する。科学は技術の普遍化を招き，技術の個人的功拙は

科学の普遍性のためかくされて，とか〈表面に明擦に現われてとたい。との科学性が多数の人聞を

用いて大量生産する場合，デザイナーの意図を実現ナるに都合のよいととにもなる。また一面にお

いて被服製作におけるさ努令，デサ・イナーが自分の意図するととろを自分自身で製作してゆくより科

学性に裏付けられた機械的 ・分業的方法による方が効果をるげラ場合すらある。即ちデザイナー自

身の表象的態度が作品に全面的に反映してとたいととるに却ってデザイナーの意図が生かされて〈

る性質も内在しているようである。言い換えるとデザイナーの意図をデザイナー自身が自らの手を

用いて表わすより，科学性l'L裏付けられた技術を借りて〈る方が却って生かされる場合がある。同

じ造形でも表象性という芸術の原理に貫ねかれて製作される彫刻や絵画と被服造形との間には製作

過程においても，かかる質的た相違が認められる。被眼造形の技術的問題には倒人製作と分業製

作， hand y craftと機械的製作などに関する意義や価値及び芸術性えにどの検討すべき多〈の問題

を蔵している。

5.被服造形の基本的理念

前述の如<.制約性ξ自由性とを有する被服造形の問題も一般造形を問題とする場合と問機，美

の問題をその根底に仏そめている。人聞は造形を意図する時，美を意識する。被服造形においては

被服の機能性を無視するととは出来友いから，との機能性と美しさとのかかわり合いを如何に認識

把握するかが問題である。機能性を発揮しようとする態度や方法により被服美の形成は可能であ

る。即ち機能性を言皮に発揮しようとして表象性め (視覚性 ・触覚性 ・聴覚性 ・I奥覚性を包含して

いる)の意志のは?とら〈時，被服美の形成は可能と君主之・。 そして被服美の形成は"着るとと"を場所

としてはじめて成立する。"着るとと"を考える場合，先ず問題とえEるのは人休と被服とのかかわり
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合いに関するととであろう。そとでその基本とゑる人聞の休についてみるに，人体の全体的君主大き

さは身長 ・体重 ・体表面積君主どで示され，身体各部の寸法についても医学 ・体育学 ・人類学たどの

分野で計測されているととろである。人体tt形態的に大別して頭部 ・躯幹部 ・2本の上肢と 2本の

下肢との四つの部位からたり， 横断面は惰円形をした円筒形を基調として，とれに四肢の分岐が多

少の複雑さをるたえている。 ζの四つの部位の位置的関係や，その結合状態及び構造，身休各部の

比率たどは被服の形や着装を決定してゆく条件とえEる。また人聞の休格iま骨飴や筋肉や脂肪層君主ど

の質的量的関連のあり方によって夫k特徴ずけられている。個人の体格のかもし出す肉体としての

人聞が被服の婆を形成する要素ともなる。人聞の体質も被服の婆に関連してくるn 勿論顔面を含め

た頭部が被服の容婆の部分的 ・作用的役割を担ってくるととには重要た問題がひそんで・いる。被服

の形態的容姿を捉えよう とする時，無視するととの出来泣い点は人聞の肉休の動きでるる。 肉体の

動きは多かれ少なかれ精神的支配を受けている。従って被服を通してとの精神的動きも伝わるわけ

で，人休の動きは裸体においては直接的K表現されるが，被服を通して間接的に表現される場合，

被服自体のもつ繁材的内容(被服材料・心理的属性を備えた被服の形態 ・両者の関連のあり方Jの

相違tとより，その動きは多機君主表情に変り得る可能性を有している。その表情は見るものの美意識

を喚起する場合がある。 舞踊芸術においてはそれが極度に要求され，主題と さえたっている 3 以上

の如く，被服美は人休と被服とのかかわり合いの仕方において形成され，，r着るとと"を場所として

成立する可能性を有している。よ守て被服美形成のための造形技術の釜本的理念は人休と被服との

かかわり合いの仕方において把捉さるべきであり，人聞が被服を"着るとど'を場所として考えるべ

きでaうるのそして"着るとと"{'<:は単に人体と被服との関係のみならず，自然的 ・社会的 ・心理的諸
条件がからんでいるととも無視出来たい3 そとに，，I着るとと"を場所と して美的休験の笑現の可能

性がうかがえるので遣うるわ寒さにふるえたり，汗びっしょりの被服からは被服美は期待出来ないし

着心地の悪い被服からは美的君主る着とたしは望めない。 つまり被服に要求される性能や形態も自然

的生理的 ・社会的心理的 ・技術的諸条件とからみるって，該和主2る統ーを保ちつつ人聞によって快

適に着ζ君主される時，美的怒る人間存在を形成する要素とたろe 被服デザインも製作もとの辺の事

情を基底と して行れるべきで若うろう。

以上，被服美の形成の過程の考察を通して被服美の構造の問題にも言及したつもりであるの即ち

被服美の構造は被服を"着るとと"を揚所として成立し，被服着装における表象的意志の笑現の可能

性を目的として，被服デサ・イン ・被服製作・被服着装において表象的意志を発揮せしめる乙との中

に支えられている。そして被服造形技術の基本的理念は被服美形成のための過程やその構造を認識

把捉することの中に索められるべきである。(未完〉

縄箆に当り御助言を賜った京大教長井島健土に謝意を表す。
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Summa.ry 

In the first chapter， 1 inquired into the formation and meaning of cloth-

ing. on the premise that clothes are worn by human beings. 

In the second chapter， 1 considered the subjects for the design and conS-

truction of clothing. The subjects are stipulated by several conditions-ーthe

natural， the physiological， the social. the psychological and the technical--， and 

restricted by the historical and social circumstances， but afford ample room 

for freedom and aethetic elements. Consequently， we muSt consider the design 

and construction of clothing under such stipulation. restriction and aethetic 

desire， and grasp them in the field of I/wearing of clothesl/， because their 

purpose lies in thel/wearing of clothesl/. lt is the problem between the human 

boby and clothes in relation to the natural， the social and the psychological 

conditions， and the aethetic phase of clothing is also to be pursued in the 

field of"wearing of c)othes". 

( 2弓〉
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